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11		 セセンンタターーのの概概要要  
 
11..11		 設設立立趣趣旨旨とと沿沿革革   
	 静岡大学防災総合センターは、全学組織のひとつとして 2008年 7月に設置され、学内共
同教育研究施設のひとつとして位置づけられている。防災総合センター設置の目的は、地

域連携を通じ、静岡大学における防災教育を多面的に展開させるとともに、防災科学研究、

災害時の危機管理能力を組織的に発展させ、地域の防災体制の向上に資することである。 
	 東海地震の発生可能性が指摘されて以来、静岡大学は防災体制構築への先進的な取り組

みを続けてきた。1980年代に大学内の建物の耐震診断をおこなって耐震工事を実施すると
ともに、全学防災対策委員会の下に地震対策検討部会を設置し、地震発生時の詳細な対応

策を決定した。 
	 さらに、防災教育の充実を目指して、2004年度から学外講師も含めた十数名の教員が担
当する講義「地震防災」を開講するとともに、1年生全員の必修科目である「新入生セミナ
ー」の中で防災の基礎知識と心得に関する講演を行うようになった。この背景には、静岡

大学内の各部局に防災と密接に関係する研究テーマをもつ教員が徐々に増えてきたことが

ある。もともと地震防災は理学だけにとどまらず、工学、情報科学、人文・社会科学、医

学などの幅広い分野にわたる総合科学の側面をもっていたからである。こうした教員たち

は、各自の分野における防災研究・教育を推進するだけでなく、防災施策の検討を目的と

した国や自治体の委員を委嘱されることによって、防災行政にも深く関わるようになった。

また、地域社会からの講師派遣要請にも、個別的にではあるが積極的に貢献してきた。 
	 このような防災研究・教育・地域連携の活動実績を背景として、静岡大学は、静岡県防

災局（現・静岡県危機管理部）との協力の下に、文部科学省の特別教育研究経費（初年度

は特殊要因経費）に「防災教育の地域連携を通した多面的展開と拡充」を申請した結果、

2008年度から 4年間にわたる交付が認められることになった。そして、この経費を最大限
活用しつつ、これまで各学部・各教員が個別におこなってきた防災研究・教育・地域連携

活動を有機的・組織的に結びつけ、より高次かつ困難な地域防災課題の解決に取り組むた

めに設立されたのが、静岡大学防災総合センターである。 
	 本センターでは、2008年 11月に 1名、2009年に 1名の計 2名の専任教員を迎えるとと
もに、学内併任教員、学外客員教員を拡充し、防災研究・教育・地域連携に取り組んでい

る。2010年には文部科学省の科学技術振興調整費による地域再生人材創出拠点の形成事業
「災害科学的基礎を持った防災実務者の養成」に採択され、静岡県と協働し「ふじのくに

防災フェロー養成講座」を開講した。2011年 4月には大学会館内に研究室、事務室、セミ
ナー室を集約し活動拠点も整備された。2015年 4月からは、浜松地区における防災教育の
拡充および東海圏国立大学の防災関係センター等の連携強化を目的として、総合科学技術

研究科工学専攻が主担当の特任教員 1 名を採用した。また同月からは地域創造学環を主担
当で当センターの専任となる教員 1名を採用している。 
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11..22		 組組織織及及びびメメンンババーー   
	 2016年 4月現在の当センターメンバーは下記の通りである。 
 
センター長 
	 増田俊明 （理学領域教授、構造岩石学・地球進化学） 
 
副センター長 
	 牛山素行 （専任教員、融合・グローバル領域防災総合センター教授、自然災害科学、

災害情報学、豪雨災害） 
	 小山眞人 （教育学領域教授、火山学、地質学、地球物理学、地震・火山防災他） 
	 前田恭伸 （工学領域教授、リスクアナリシス） 
 
専任教員 
	 原田賢治 （専任教員、融合・グローバル領域防災総合センター准教授、津波工学､津波

防災、海岸工学、水工学） 
 
副担当教員（静岡大学内他組織所属で当センターに協力している教員） 
	 土屋	 智 （研究部門長：農学領域教授、山地水文学、土砂移動学） 
	 村越	 真 （教育部門長：教育学領域教授、統計法、リスク認知、防災教育） 
	 川瀬憲子 （人文社会科学領域教授、地域研究） 
	 寺村	 泰 （人文社会科学領域教授、経済政策） 
	 水谷洋一 （人文社会科学領域教授、財政・公共政策） 
	 池田恵子 （教育学領域教授、社会地理学） 
	 小林朋子 （教育学領域教授、学校心理学、被災者の心のケア） 
	 岩崎一孝 （情報学領域教授、気候学、自然地理学、地理情報システム） 
	 佐治	 斉 （情報学領域教授、画像処理、交通情報解析） 
	 西原	 純 （情報学領域教授、地理学） 
	 北村晃寿 （理学領域教授、津波堆積学、古地震の研究） 
	 森下祐一 （理学領域教授、岩石・鉱物・鉱床学） 
	 安村	 基 （農学領域教授、木質構造学） 
	 古橋裕子 （融合・グローバル領域保健センター教授、精神科医） 
	 山本裕之 （融合・グローバル領域保健センター教授、代謝学、内分泌学、公衆衛生学、

健康科学） 
	 岩田孝仁 （融合グローバル領域地域創造学環教授、地方行政学（防災）） 
	 藤井基貴 （教育学領域准教授、教育哲学、道徳教育） 
	 橋本	 岳 （工学領域准教授、画像計測工学、災害予兆検知） 
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	 今泉文寿 （農学領域准教授、砂防工学） 
	 生田領野 （理学領域准教授、測地学、地震学） 
	 石橋秀巳 （理学領域准教授、火山岩石学、実験マグマ学） 
	 木村浩之 （グリーン科学技術研究所准教授、地球微生物学） 
	 小杉素子 （総合科学技術研究科工学専攻特任准教授、社会心理学） 
	 井ノ口宗成（融合・グローバル領域情報学部講師、社会・安全システム科学、社会シス

テム工学・安全システム） 
	 池田昌之 （理学領域助教、層序学、堆積学） 
	 三井雄太 （理学領域助教、地震学、測地学） 
 
客員教員（他大学等所属で当センターに協力いただいている教員） 
	 安藤雅孝 （客員教授、地震学、固体地球物理学） 
	 石井輝秋 （客員教授、海洋底地質、火山岩） 
	 石川有三 （客員教授、固体地球内部物理学、地震学） 
	 伊藤	 潔 （客員教授、地震学、固体地球物理学） 
	 伊藤谷生 （客員教授、構造地質学、変動地形学、地震探査学） 
	 岩松	 暉 （客員教授、応用地質学、自然災害科学、情報地質学） 
	 鵜川元雄 （客員教授、火山学、地球物理学、地震学） 
	 大谷栄治 （客員教授、高圧地球科学、鉱物物理学） 
	 小澤邦雄 （客員教授、地震防災） 
	 笠原順三 （客員教授、地震学、地震探査、地球物理学、物理探査学他） 
	 風間	 聡 （客員教授、水文学、河川工学、水資源学） 
	 片田敏孝 （客員教授、災害社会工学） 
	 狩野謙一 （客員教授、地質学、地質図学、地質調査法） 
	 柄谷友香 （客員教授、防災計画、リスク・コミュニケーション） 
	 唐戸俊一郎 （客員教授、地球科学、地球内部構造） 
	 吉川肇子 （客員教授、組織心理学、社会心理学） 
	 近藤昭彦 （客員教授、地理学、水文学、環境学） 
	 佐藤	 健 （客員教授、建築構造工学、地震工学、自然災害科学、安全教育学） 
	 鈴木清史 （客員教授、文化人類学） 
	 武村雅之 （客員教授、地震学） 
	 千木良雅弘 （客員教授、地すべり） 
	 中川和之 （客員教授、災害報道、市民防災、災害救援） 
	 野津憲治 （客員教授、地震化学､火山化学、地球化学） 
	 林	 拙郎 （客員教授、土砂災害、発生予測、豪雨災害、自然災害） 
	 林	 能成 （客員教授、地震学、地震防災） 
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	 藤井直之 （客員教授、固体地球惑星物理学、火山物理学） 
	 増澤武弘 （客員教授、植物生態学、植生学、環境科学） 
	 安田	 清 （客員教授、整形外科、災害医療） 
	 山岡泰治 （客員教授、地域医療、放射線管理） 
	 矢守克也 （客員教授、防災心理学、社会心理学、災害社会学、防災教育学） 
	 吉田明夫 （客員教授、地震学） 
	 吉野篤人 （客員教授、救急医学、災害医療） 
	 渡辺俊樹 （客員教授、構造地質学、変動地形学、地震探査） 
	 菅原大助 （客員准教授、地質学、堆積学） 
	 秦	 康範 （客員准教授、災害軽減工学） 
	 廣井	 悠 （客員准教授、都市防災､都市工学） 
	 本間基寛 （客員准教授、災害情報学） 
	 山田和芳 （客員准教授、湖沼堆積学） 
 
学術研究員 
	 大森康智 
 
特任事務職員 
	 松村元喜 
 
パート事務職員 
	 鈴木あゆみ 
	 中村恵美 
	 三浦千恵子 
	 宮城島小百合 
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●豪雨・津波災害による人的被害の研究	
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Vol.33 No.3 pp.233-248 2014  

:2014 8 Vol.34
pp.47-59 2015  
: 27 9 , B1(

),Vol.72,No.4,pp.I_1297-I_1302,2016. 
 
●避難・災害意識などの研究	
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●災害情報の利活用に関する基礎的調査	

 
 

16 ,pp.104-105,2014 10 26  
2014

16 ,pp.208-209,2015 10 25  
FM 27

,pp.18-19,2016 3 5  



 

-8- 

  
  

 

 
 

2012 9
2014 9  

2012 4
2015 3

Web
 

http://sakuya.ed.shizuoka.ac.jp/koyama/public_html/ 
 

 
2-2 2015 6  



 

-9- 

  
  

 
ICT

Twitter Google Map

 

 
http://www.sra-japan.jp/cms/modules/wordpress1/ 
 
 



 

-10- 

  
  

 

 



 

-11- 

  
  

 

 



 

-12- 

  
  

 

 

 
 

10  

 
 



 

-13- 

  
  

 

 
 

 



 

-14- 

  
  

 
 

2014
ISRS2013

1498

 
2014

 
2015

2
 

 
2015 3  

2015 3  

2016 3  
2016 3  

2016
3  



 

-15- 

  
  

 
2011

869

2
8

1 2
1 20m

2

 

1, 2
4000
3400 3300

( )
2

10m

2
4000 2 (3)  

2 1
1 1

 
 

 
1. Kitamura, A., Mitsui, Y., Kim, H. Y., 2015. Earth, Planets and Space. 67:197 DOI 

10.1186/s40623-015-0367-z. 
2. Kitamura, A., Ohashi, Y., Ishibashi, H., Miyairi, Y., Yokoyama, Y., Ikuta, R., Ito, Y., 

Ikeda, M., Shimano, T., 2015. Quaternary International, 397, 541-554. 
3. Kitamura, A. in press. Progress in Earth and Planetary Science. 
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2013 年 10 月から京都大学防災研究所気象・水象災害研究部門気象水文リスク情報（日本気象

協会）研究分野の特定助教として、気象水文リスク情報の創出及び活用方策に関する研究に従事

してきました。2015 年 10 月からは、一般財団法人日本気象協会事業本部防災ソリューション事業

部に専任主任技師として勤務する一方、京都大学防災研究所気象・水象災害研究部門気象水文

リスク情報（日本気象協会）研究分野の特任助教も兼務しています。 
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33		 学学内内教教育育活活動動  
 
33..11		 新新入入生生セセミミナナーー   
	 静岡大学では新入生全員を対象として、「大学生活における健康管理に関する啓発」、「キ

ャンパスや学外での安全な過ごし方の習得」、「防災意識の涵養と防災教育に関する啓発」、

及び「ハラスメントに関する啓発」を目的として、「健康・安全・安心・快適な大学生活講

座」を実施している。同講座は、全新入生が受講する「新入生セミナー」という科目の一

部として実施されている。  
	 当センターでは、同講座の一部として、「地震防災のすすめ」というタイトルで、１回４

５分の講義を分担している。主な内容は下記の通りである。 

図図 33--11		 平平成成 2277 年年度度新新入入生生セセミミナナーーでで使使用用ししたた主主ななススラライイドドののタタイイトトルル   
 
	 平成 27 年度は、静岡キャンパス 1,235 名、浜松キャンパス 735 名が受講している。講
義は、静岡地区 5回、浜松地区 4回で、生田講師(兼任)、牛山教授、原田准教授の３名で分
担実施した。各日とも、45分×2回を担当している。 
 

防災のすすめ 地震とは 
地震と震災 東北地方太平洋沖地震（地震） 
震度と揺れの状態 日本付近のプレート 
プレート境界地震と内陸地震 東海地震・南海地震の発生史 
静岡県第四次地震被害想定 パソコン上で見られる第４次被害想定 
津波発生のメカニズム 南海トラフ巨大地震による想定津波高 
南海トラフ巨大地震想定津波到達時間 静岡・浜松の津波浸水予測 
東海地震の予知 緊急地震速報 
自然災害の分類 洪水ハザードマップ 
土砂災害 大災害発生時に一番大事なこと 
地震で死なないために 静岡大学安否情報システム 
「万能な備え」なんてない 「備え」は自分で考える 
これだけは記憶にとどめて 
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33..22		 全全学学教教育育科科目目「「地地震震防防災災」」   
	 地震防災は、さまざまな分野にまたがる総合科学であり、東海地震の発生が危惧されて

いる静岡県で生活する学生にとってこれを学ぶことは必要不可欠である。地震に備えて普

段から何をやっておくべきなのか、また地震発生時には何をすべきなのか、地震発生時に

生き延びるための基礎知識など地震防災科学を総合的に学ぶことを目標にかかげ平成 16年
度から本講義が開講されている。全学部の学生が受講可能な「学際科目」の一つとなって

いる。講師陣は大学の研究者ばかりでなく、行政やメディア関係者など幅広い分野で地震

防災に関係している人が担当している。平成 21年度からは浜松キャンパスでの開講もはじ
まり、平成 26 年、平成 27 年度は前期に静岡と浜松で各１講座、後期に静岡（昼間および
夜間）の２講座、年間で合計４講座が開講された。受講者は計約５５０人におよんでいる。 
	 以下に一例として平成 27年度・静岡地区（前期）の講義内容一覧を掲げる。 
 
 開講日 タイトル 担当者 所属 
1 2015/4/10 地震学と東海地震の基礎 1 生田領野 静大 
2 2015/4/17 地震学と東海地震の基礎 2 三井雄太 静大 
3 2015/4/24 地震予知 長尾年恭 東海大 
4 2015/5/1 活断層と地震発生長期予測 狩野謙一 静大 
5 2015/5/15 地震による災害：津波災害 原田賢治 静大 
6 2015/5/22 地震による災害：建物災害 安村基 静大 
7 2015/5/29 地震による災害：土砂災害 土屋智 静大 
8 2015/6/5 地震災害史 武村雅之 名古屋大 
9 2015/6/12 災害報道 荒川修平 テレビ東京 
10 2015/6/19 地震防災行政 岩田孝仁 静大 
11 2015/6/26 災害時の心のケア 小林朋子 静大 
12 2015/7/3 市民防災 横幕早季 静大 
13 2015/7/10 地震災害のリスク認知 村越真 静大 
14 2015/7/17 災害時の医療 山本裕之 静大 
15	 2015/7/24 防災を学ぶ(講義のおわりに) 牛山素行 静大 
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33..33		 全全学学教教育育科科目目「「地地域域社社会会とと災災害害」」   
	 学際科目「地震防災」は、科目立ち上げ時の経緯や、静岡において特に地震災害に対す

る関心が高いこともあり、内容が地震関係に偏ってしまっていることが課題となっていた。

静岡県においても災害は地震だけではなく、また、学生が卒業後に全国、全世界に活躍の

場を移すことを考えれば、地震以外の災害に対する教育が必要であることは当然のことで

ある。そこで、地震災害については「地震防災」で学ぶこととして、地震以外の様々な災

害を対象に、災害を考えるための基礎的な考え方や、災害をもたらす現象のメカニズム、

災害による被害を軽減するための技術や制度について理解し、社会の一員として、当事者

意識を持って災害に備える事ができる人材の育成を目的として、平成 22年度から静岡キャ
ンパスで新科目「地域社会と災害」を開講した。「地震防災」と同様、全学部の学生が受講

可能な学際科目の一つとしての開講である。受講者は、平成 26年度約 160人、平成 27年
度約 140 人などとなっている。「地震防災」は 15 回すべてで担当者が代わるオムニバス形
式だが、「地域社会と災害」では、防災総合センター専任教員 2人、兼任教員 1人、客員教
員 2人、教育研究支援員(以下の一覧では「支援員」)2人の計７名が分担する形式としてい
る。 
	 以下に平成 27年度の講義内容一覧を掲げる。 
 
 開講日 タイトル 担当者 所属 
1 2015/10/5 自然災害科学概論１ 牛山素行 静大 
2 2015/10/19 地震災害 原田賢治 静大 
3 2015/10/26 自然災害科学概論２ 牛山素行 静大 
4 2015/11/2 火山災害 石橋秀巳 静大(兼任) 
5 2015/11/9 津波・高潮災害 原田賢治 静大 
6 2015/11/16 豪雨災害 牛山素行 静大 
7 2015/11/26 洪水・土砂災害 牛山素行 静大 
8 2015/11/30 緊急被ばく医療 山岡泰治 浜松医大(客員) 
9 2015/12/7 地域社会と災害 矢守克也 京都大(客員) 
10 2015/12/14 災害情報 牛山素行 静大 
11 2015/12/21 警報と避難 牛山素行 静大 
12 2016/1/4 行政と災害対応 牛山素行 静大 
13 2016/1/18 防災行政実務 杉村晃一 静岡市(支援員) 
14 2016/1/25 ハザードマップ 牛山素行 静大 
15 2016/2/1 災害と身近な暮らし 横幕早季 静大(支援員) 
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33..44		 全全学学教教育育科科目目「「地地球球科科学学」」   
	 全学教育科目「地球科学」では，地球をシステムととらえ，地球の活動を理解するとと

もに，地球の活動により人間社会へもたらされる災害のメカニズムや地球上に暮らす我々

の社会と自然の関わりについて理解し，その課題について考えることを目的としている．

主な内容は下記のとおりである．「地球科学」は全学教育科目—現代教養科目—個別分野科目

（自然科学分野）として，静岡キャンパスの全学生を対象に開講されており，平成 26年度
106人，平成 27年度 114人の受講者であった．全学教育科目「地球科学」は，平成 24年
度より防災総合センター原田准教授が全 15回を担当している． 
 
・	地球科学概論 
・	地球システム（気圏，水圏，地圏，生物圏，人間圏） 
・	流体地球，固体地球 
・	物質循環 
・	サブシステムの相互作用 
・	人間社会と地球環境 
・	地球システムと自然災害 
・	防災・減災 
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33..55		 全全学学教教育育科科目目「「社社会会資資本本ママネネジジメメンントト論論」」   
防災の地域づくりには私たちが暮らす社会が持続的に発展しかつ安全で暮らしやすい社

会であることが重要である。静岡大学には都市計画や防災まちづくりを専門的に学ぶ既存

コースがなく、このため街づくりなど中長期を見据えた視点で防災施策を議論する基礎的

な学習が困難であった。本講座では静岡県交通基盤部の全面的な協力の下で開講するもの

であり、私たちの生活を支える道路や公園など社会資本の意義、それに関る行政・関連産

業の仕組みと役割及び事業の企画から完成後の維持管理に至る一連の流れを理解し、どの

ようなマネジメントが必要か、また、社会資本を利用する住民などとの合意形成に何が必

要か、さらに安全な地域社会づくり、街づくり、防災施設としての事前復興の考えなどを

学び、社会資本整備に関わるマネジメントやまちづくりを実践していく上での考え方や基

礎的知識を習得することができる。科目として「社会資本マネジメント論」を平成 28年度
後期から開講するものである。 
以下に平成 28年度の講義内容の一覧を揚げる。 

 
	 	 開講日	 	 	 	 タイトル	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 担当者（所属） 
1. 2016/10/03	 社会資本マネジメント論概要	 岩田孝仁（静大）	 	 	 	 	  

2. 2016/10/17	 社会資本概要 山崎	 浩（静岡県）	 	  

3. 2016/10/24	 社会資本整備計画 木村丈尚（静岡県）	 	 	 	 	 	 	 	 	  

4. 2016/10/31	 社会資本の維持管理計画 山崎	 浩（静岡県）	 	  

5. 2016/11/07	 住民参加と合意形成 山崎	 浩（静岡県）	 	  

6. 2016/11/14	 社会資本整備における広報 木村丈尚（静岡県）	 	 	 	 	 	  

7. 2016/11/21	 景観形成 鈴木安由美（静岡県）	 	 	  

8. 2016/11/28	 建設現場における社会的環境 主田義成（静岡県）	 	 	 	 	 	 	  

9. 2016/12/05	 防災対策概論Ⅰ（事前復興）  山崎	 浩（静岡県）	 	  

10.2016/12/12	 防災対策概論Ⅱ（静岡方式） 山田真史（静岡県）	 	 	 	 	 	 	  

11.2016/12/19	 防災対策概論Ⅲ（緊急輸送） 西原宏昌（静岡県）	 	 	 	 	 	 	  

12.2017/01/10	 新技術と活用(GIS、ITS等) 増田慎一郎（静岡県）	 	 	 	 	 	  

13.2017/01/16	 都市計画区域マスタープラン 海野智之（静岡県）	 	 	 	 	 	 	  

14.2017/01/23	 交通ネットワークとまちづくり 木村丈尚（静岡県）	 	 	 	 	 	  

15.2017/01/30	 全体総括 岩田	 孝仁（静大） 
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33..66		 全全学学教教育育科科目目「「公公共共施施設設デデザザイインン論論」」   
	 静岡大学には土木・建築を専門に学ぶ既存コースがなく、このため防災施策の中でもハ

ード面での耐震工学や土木工学、水利工学などを学生が学ぶ機会は限定的である。この解

消のため、静岡県交通基盤部の全面的な協力のもとで、私たちの暮らしを支える道路、橋

梁、河川、海岸、港湾、砂防など様々な公共施設の整備にあたっての計画段階から設計、

施工に関する考え方、さらに都市計画や交通計画の手法について実践事例を交えて学ぶこ

とにより、耐震や防災、安全なまちづくりなどをデザインする上での基礎を身につける科

目として「公共施設デザイン論」を平成 28年度より開講した。 
	 講師は、静岡県交通基盤部の各分野で実務を扱う専門家が専門分野ごとにオムニバス形

式で講義を行う。平成 28年度前期の受講生は定員 50名で 48名が受講中である。受講生は、
理学部、農学部、人文社会科学部、教育学部と大谷キャンパスの全学部にまたがっている。 
以下に平成 28年度の講義内容の一覧を揚げる。 
 
	 	 開講日	 	 	 	 タイトル	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 担当者（所属） 

1. 2016/04/08	 公共施設デザイン論概要	 岩田孝仁（静大）	 	 	 	 	 	 	 	 		

2. 2016/04/15		公共事業の概要	 山崎	 浩（静岡県）		

3. 2016/04/22	 道路計画と設計Ⅰ 財津  博（静岡県）		

4. 2016/05/06	 道路計画と設計Ⅱ 岡村	 徹（静岡県）		

5. 2016/05/13	 橋梁設計Ⅰ 松岡宏典（静岡県） 

6. 2016/05/20	 橋梁設計Ⅱ 松岡宏典（静岡県） 

7. 2016/05/27	 舗装計画と設計 塩澤孝洋（静岡県） 

8. 2016/06/03  河川計画と設計Ⅰ 長谷川欣之（静岡県） 

9. 2016/06/10  河川計画と設計Ⅱ 岡村修幾（静岡県） 

10. 2016/06/17  海岸保全計画と設計 山田真史（静岡県） 

11. 2016/06/24	 砂防・治山施設計画と設計 西川	 茂（静岡県） 

12. 2016/07/01	 急傾斜地崩壊対策計画と設計 杉山一仁（静岡県）	 	 	 	 	 	 	 	 	  

13. 2016/07/08	 港湾・漁港計画と設計 田中	 治（静岡県）	 	 	 	 	 	 	  

14. 2016/07/15	 都市計画 海野智之（静岡県）	 	 	 	 	 	 	  

15. 2016/07/22	 交通計画	 	  日野原武（静岡県）	 	  
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33..77		 全全学学教教育育科科目目「「リリススククココミミュュニニケケーーシショョンン」」   
	 本科目は，浜松地区で「静岡大学防災マイスター称号制度」をスタートさせるにあたり，

必修科目として平成 28年度より開講するものである。 
（1）科目概要 
本科目は，自然災害を含む日常生活の中のリスクについて，個人や家庭や社会としてど

のように対処するかを受講生が主体的に考えられるようになることを目指す。 
現代社会は，直接的・局所的・短期的なリスクだけでなく，間接的・広域・長期的かつ

複雑な因果関係を伴うリスクが増大してきている。それらのリスクを理解し，適切に管理

するためには，科学的なリスク評価の視点だけでなく，多様な利害関係者の視点が必要と

される。本科目は，講義と演習を通して多様なステークホルダーが関与してリスク問題を

考えるためのリスクコミュニケーションに関する知識を習得し，その社会的機能やリスク

マネジメントへの寄与についても理解を深めることを目標としている。そのため，この科

目は，理学や工学分野におけるリスク管理やリスク評価に関する内容，人間の認知や情報

処理の特徴やバイアスに関する心理学や認知科学分野の内容，地域コミュニティや利害関

係者とのコミュニケーションのあり方に係わる内容などから構成される。 
平成 28年度の講義内容一覧（予定）は，以下の通りである。 
 

1 10月 7日 生活の中のリスク	 小杉素子(静大) 

2 10月 14日 リスクガバナンス	 小杉素子(静大) 

3 10月 21日 リスクコミュニケーション	 小杉素子(静大) 

4 10月 28日 災害・防災とコミュニティ	 笹原恵（静大） 

5 11月 4日 災害とインフラ整備	 鈴木康之(静大) 

6 11月 11日 地震・津波の災害評価と防災対策計画	 原田賢治（静大） 

7 11月 18日 火山のハザードマップの作られ方を学ぶ	 村越真（静大） 

8 11月 25日 災害への備え-南三陸の現場から	 太齋彰浩（南三陸町） 

9 12月 2日 人間の情報処理とコミュニケーション	 小杉素子(静大) 

10 12月 9日 コミュニケーションと社会的現実	 小杉素子(静大) 

11 12月 16日 社会問題としてのリスク	 小杉素子(静大) 

12 1月 6日 リスクの管理	 小杉素子(静大) 

13 1月 13日 地殻変動とテクトニクス	 増田俊明（静大） 

14 1月 20日 災害リスクコミュニケーション	 前田恭伸（静大） 

15 1月 27日 リスクを社会でどう扱うか-総括	 小杉素子(静大) 
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33..  88		 大大学学院院総総合合科科学学技技術術研研究究科科目目共共通通科科目目「「津津波波工工学学特特論論」」   
	 「津波工学特論」は，平成 27年度より大学院総合科学技術研究科（修士課程）で開講さ
れており，研究科コースに係わらず選択することができる研究科共通科目となっている．

本科目は，防災総合センター原田准教授が全 15回を担当している．主な内容は下記のとお
りである．「津波工学特論」では，現象としての津波，津波災害の特徴，津波防災対策につ

いて理解することを目的としている．平成 27年度は，総合科学技術研究科理学専攻，農学
専攻から 12人の受講者であった． 
 
1. 津波の特性と理論 
1.1	 津波の波源，規模，強度 
1.2	 津波の発生メカニズム，地震と津波 
1.3	 津波の伝播・遡上特性 
2. 津波の被害 
2.1	 津波による被害の分類 
2.2	 津波の波力，流水力，浮力，揚圧力，漂流物衝突力 
3. 津波の予測 
3.1	 津波発生モデルの理論 
3.2	 津波伝播モデルの理論 
3.3	 津波の数値解析手法 
4. 津波対策 
4.1	 津波対策の手法と歴史 
4.2	 現在の総合的な津波対策 
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33..99		 大大学学院院総総合合科科学学技技術術研研究究科科共共通通科科目目「「災災害害情情報報学学特特論論」」   
	 「災害情報学特論」は、当センター専任教員(牛山素行教授)が担当する大学院総合科学技
術研究科共通科目として、平成 27年度から開講された。防災のために必要とされる情報が
「災害情報」であり、幅広いものが含まれる。現代は多くの災害情報が存在しているが、

実際の災害時に十分活用されていないことがしばしば問題となる。本講では、自然災害に

関わる様々な情報を読み解き、活用する上で知っておくべき「災害情報の性質」を理解す

ることを目標としている。災害情報を活用する上で必要な基礎知識を、主に講義形式で解

説している。後半では各自事例地を設けて調査レポートをとりまとめる課題を出題し、最

終回を報告会とした。 
	 以下に平成 27年度の主な講義内容を掲げる。 
 
l 災害と防災の基礎 
l ある災害研究から学ぶこと 
l 災害情報のあらまし 
l 防災気象情報の現状 
l 情報整備が被害軽減につながらない 
l 東日本大震災 
l 根拠のある情報改善に向けて 
l 豪雨災害による人的被害 
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33..  1100		 静静岡岡大大学学防防災災ママイイススタターー称称号号制制度度（（静静岡岡地地区区））   
（1）防災マイスター称号認定とは 
	 地震その他の天災による被害を減じるためには、ハード面のみならずソフト面の充実が

欠かせず、教育機関が果たす役割は大きい。本学では地域の防災力向上に貢献するため、

これまでにも全学を対象に地震防災の授業や新入生セミナーにおける防災についての講演

会を実施してきた。「防災マイスター称号付与制度」はこうした防災に関する授業を有機的

に結びつけ、一定レベルの防災知識を備えた学生を養成して社会に送り出す事業であり、

平成 23年度よりスタートした。初年度は波及効果が高いと考えられる教員養成を念頭にお
き、教育学部で試行的に実施した。おりしも、2011年は東日本大震災が発生し、防災に対
する教育の有効性が強く意識された。本制度は、防災についての大学の取り組みの先進的

事例として、全国的にも関心を集めた。 
	 さらに平成 24年度からは、静岡キャンパスの人文社会科学部、理学部、農学部にも対

象を広げた。27年度終了時点で、静岡大学防災マイスターは 54名、ふじのくに防災マイス
ター（後述）は 48名となった。マイスターを社会に送り出してから４年がたち、修了生た
ちの今後教育・行政その他の現場での活躍が期待されるとともに、防災総合センターとし

てその活動を支援したり、活用を考えることが、今後の課題だと考えられる。 
 
（2）防災マイスター称号付与の条件 
	 防災マイスター称号取得のためには、必修 3 単位、選択必修 4 単位以上、選択５単位以
上の計１２単位以上の履修が求められている。必修は教育学部で開講している「学校にお

けるリスク管理」「防災科学実習」、選択必修は共通科目の「地震防災」「地域社会と防災」

「地球科学」「災害時におけるリスク危機マネジメント」が指定されている。これらの科目

では、地震発生に関する自然科学的な知識のみでなく、自然災害のリスクや防災について

広く考えるための人文社会系の授業も含まれている。 
選択科目は表 3-1のとおりで、教育学部の自然科学、地理学、心理学などの科目が広く指

定され、2012年からは農学部、理学部の科目も指定されている。また、修了時には、受講
した授業などを踏まえ、卒業後の職場や地域で、得た知識やスキルをどう生かすかをまと

めたレポートを義務づけ、学習内容の整理を促している。 
 

（3）平成 27年度の実施状況と今後 
	 27年度には、新たに 12名の登録があり、27年度の全登録数は 55名であった。内訳は教
育学部 13名、理学部 11名、人文・人文社会科学部 14名、農学部２名、教育学研究科７名、
人文社会科学研究科４名であった。このうち、27年度修了予定は 28名であったが、実際に
修了したのは 11名であった。 
	 １月には 28年度の抽選科目に関連するガイダンスを実施した。 
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（4)県知事認証について 
静岡県では、これまでも一定の受講条件を満たす市民に対して、「静岡県ふじのくに防災

マイスター」の称号を与えてきた。静岡大学防災マイスターも概ねこの条件を満たすので、

本学防災マイスター取得後、県が主催する１日の講習を受講することで、上記の認証も受

けられることとなった。27年度は 11名全員が受講し、全員が「静岡県ふじのくに防災マイ
スター」を得た。 

 
表表 33--11		 「「防防災災ママイイススタターー」」のの取取得得科科目目リリスストト   

対応学部等 科目名 

全学共通（静岡） 進化と地球環境 
静岡県の防災・減災と原子力 

教育学部・ 
人文学部・ 
人文社会科学部 

自然災害と現代社会 
自然災害学 
科学ジャーナリズム論	  
地球システム 
心理学入門 
学校カウンセリング論 
認知心理学 
地誌学 
地理学研究法 
博物館情報・メディア論 

理学部 

地球ダイナミクス概論Ⅰ 
地球ダイナミクス概論Ⅱ 
生物環境科学概論Ⅰ 
生物環境科学概論Ⅱ 
放射線計測・管理学概論 
放射線管理実習 

農学部 

渓流環境学 
森林環境水文学 
地質学概論 
山地保全学 
リモートセンシング学 
測量学 
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33..1111		 静静岡岡大大学学防防災災ママイイススタターー称称号号制制度度 ((浜浜松松地地区区 ))  
浜松地区では，平成 28年度から「防災マイスター称号制度」をスタートさせる準備とし

て，称号取得のための科目リストを作成した。なお，称号付与の条件は静岡地区と同一で

あり，12単位以上（必修単位 3単位以上，選択必修 4単位以上，選択 5単位以上）の履修
が必要である。 
履修科目は表 3-2の通りである。必修科目の「リスクコミュニケーション」については，

平成 28 年度より新規科目として設定し，「防災科学実習」は静岡地区の教育学部で開講さ
れているものとほぼ同一の構成で，浜松地区では学際科目として設定した。選択必修およ

び選択科目については，情報学部および工学部から，自然災害の現象やメカニズムだけで

なく，防災や減災に関わる技術や地域コミュニティや政策まで幅広い分野の科目が指定さ

れている。また静岡地区と同様，修了時には，受講した授業などをふまえ，卒業後の職場

や地域で，得た知識やスキルをどう活かすかをまとめるレポートを義務づける予定である。 
 

表表 33--22		 「「防防災災ママイイススタターー」」のの取取得得科科目目リリスストト   
学部・学科 科目名 

必修(3単位) 
学際 リスクコミュニケーション 
学際 防災科学実習 
選択必修(4単位以上) 
全学(浜松) 地震防災 
学際 静岡県の防災・減災と原子力 
全学(浜松) 地球科学 
工学部 安全工学 
選択(5単位以上) 
工・機械工学 材料力学Ⅰ（必） 

確率・統計（必） 
環境工学（選） 
経営システム工学（選） 

工・電気電子 確率統計	 ＜情報エレクトロニクス(必)＞，	 ＜エネルギー・電子制御(選)
＞ 
数値シミュレーション	 	 ＜情報エレクトロニクス(必)＞ 
経営システム工学（選） 
技術者倫理（旧カリ：必，新カリ：選） 
センサ工学	 ＜情報エレクトロニクス(選)＞ 
電気法規および施設管理	 ＜エネルギー・電子制御(選)＞ 

工・電子物質 環境工学	 ＜電子物理デバイス(選)＞，＜材料エネルギー化学(選必)＞ 
経営システム工学（選） 
数値計算法	 	 ＜電子物理デバイス(選必)＞ 
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技術者倫理	 	 ＜材料エネルギー化学(選)＞ 
工・化学バイオ 経営システム工学（選） 

技術者倫理（必） 
移動現象論Ⅰ	 ＜バイオ応用工学(選)＞，＜環境応用化学(必)＞	

環境化学	 	 ＜環境応用化学(必)＞ 

工・数理システム 確率統計（選） 
リスク分析（選） 
経営システム工学（選） 
技術者倫理（選） 

情報学部 統計学入門 

社会モデルおよびシミュレーション	 （新カリ：社会モデル） 
社会調査論（新カリ：社会調査法） 
地理情報システム論	 （新カリ：環境・地理情報システム論） 
コミュニティ・デザイン論 
webデザイン論 
都市デザイン論 
都市・地域政策論 
自治体行政論 

学際 わが街・浜松の市政 
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図図 44--77  第第 112244 回回だだすすけけ会会ウウォォーーキキンンググ「「巴巴川川流流域域のの地地形形とと治治水水」」，，22001155 年年 1122 月月 2200 日日  
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44..22		 自自然然災災害害科科学学中中部部地地区区研研究究集集会会   
	 京都大学防災研究所を事務局とする自然災害研究協議会は、各地区に部会をおいている。

同協議会中部地区部会では、平成 23年度から毎年度末に「自然災害科学中部地区研究集会」
を開催している。この集会は、中部地区の災害、防災関係研究者、技術者、学生などが研

究成果を発表するもので、一般的な学会に準ずる集会である。発表に際して、会員登録等

の必要はなく、中部地区に在勤していない者でも参加、発表が可能である。静岡大学防災

総合センターは、この研究集会の実施事務局となっており、毎年 3 月上旬に静岡市内で開
催している。 
	 平成 26、27年度には下記の概要で開催された。 
 
平成 26年度自然災害科学中部地区研究集会 
	 主催：自然災害研究協議会中部地区部会・静岡大学防災総合センター 
	 期日：2015年 3月 7日(土) 
	 場所：静岡県地震防災センター 
	 発表件数：１８件 
 
平成 27年度自然災害科学中部地区研究集会 
	 主催：自然災害研究協議会中部地区部会・静岡大学防災総合センター 
	 共催：東海圏減災研究コンソーシアム 
	 期日：2016年 3月 5日(土) 
	 場所：静岡県地震防災センター 
	 発表件数：１７件 
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44..33		 ししずずおおかか防防災災ココンンソソーーシシアアムム・・ふふじじののくくにに防防災災学学講講座座   

	 静岡県では県危機管理部，教育委員会および静岡大学，浜松医科大学，静岡県立大学，

静岡文化芸術大学，東海大学，常葉大学の県内 6大学，気象台，報道機関各社を加えた「し

ずおか防災コンソーシアム」が平成 21年 4月に発足した． 

	 このコンソーシアムは，県内の防災に携わる研究者と専門家等の多面的な交流や情報発

信を目的としており，その一環として，静岡県地震防災センターを会場として，市民向け

公開講座「しずおか防災コンソーシアム地域連携土曜セミナー」を，おおむね１ヶ月に１

回のペースで定期的に開催している．コンソーシアムの準備段階からこのセミナーは始ま

り，平成 20年度から平成 23年度までに 45回開催し，平成 23年度からは「ふじのくに防

災学講座」と名称を変え，今後も継続の予定である．防災総合センターでは，静岡県地震

防災センターと連携してこのセミナーの運営に当たっている．平成 22年度からは，参加 6

大学と静岡県がそれぞれ持ち回りで担当回を持つ形で運営している．静岡県の防災研究者，

防災行政関係者，市民の定期的な交流の場として定着しつつある． 

 

●平成 26年度〜平成 27年度までのセミナー一覧 

第 67 回「富士川河口断層帯の地下構造を探る—プレート境界の実態解明と地震リスク評価

の再検討—」，「地震の危険度とマグニチュードとは」H26.5.24 

第 68 回「静岡県から東日本大震災で被災した自治体に派遣された職員による報告会」

H26.6.21 

第 69回「2000年有珠山噴火の教訓—噴火の再来に備えた壮瞥町の取組—」H26.7.19 

第 70回「常時微動観測による表層地盤地震動特性の評価—静岡市清水区市街地を例として」」

H26.9.20 

第 71 回「災害ボランティア活動のススメ〜東日本大震災の被災地支援を通して〜」

H26.10.18 

第 72回「家庭における LCP（生活継続計画）作りのススメ」H26.12.6 

第 73回「市民が行う災害救護について」H26.12.20 

第 74回「地震・津波に関する情報とその技術的基盤」H27. 1.17 

第 76回「災害弱者のためのリスクマネジメント」H27.3.14 

第 77 回「静岡県から東日本大震災で被災した自治体に派遣された職員による報告会」

H27.5.16 

第 78 回「津波避難行動—東日本大震災から得られた教訓と避難シミュレーションからわか

ること」H27.6.20 

第 79回「2014年広島豪雨災害時の人的被害の特徴とその影響」H27.7.18 
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第 80回「知って、備える「津波のしくみ」」H27.9.19 

第 81回「“水”から考える災害と防災」H27.10.17 

第 82回「災害と史料保存」H27.11.21 

第 83回「企業人として阪神・淡路大震災を語り継ぐ」H28.1.16 

第 84回「災害医療における地域住民の役割」H28.1.30 

第 85回「岩手復興カメラ in静岡」H28.2.20 

第 86回「災害にどう備えるか—リスクコミュニケーションの視点から」H28.3.19 
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44..44		 東東海海圏圏減減災災研研究究ココンンソソーーシシアアムム   

（1）東海圏減災研究コンソーシアムとは 

東海圏減災研究コンソーシアムとは，南海トラフ巨大地震，巨大台風や集中豪雨による

風水害，洪水などの災害による被害を最小限に抑えることを目標に掲げ，東海圏に位置す

る6つの国立大学法人の防災・減災関連センターが協力・協働する場として、平成25年3月3

日に設立されたものである。 

本コンソーシアムに参加する各大学はそれぞれ得意な研究・教育分野を持ち、また各大

学はそれぞれが位置する地域や市民と密接な関わりを持っている。このような各大学の特

質や長所を有機的に連携させ、東海圏全体の防災・減災力を総合的に向上させるため，本

コンソーシアムでは各大学の代表者による幹事会、実務委員会に加え、ハザード評価専門

部会、被害予測専門部会、減災技術開発専門部会、地域防災力向上専門部会、人材育成・

活用専門部会、そして情報基盤整備専門部会の6つの専門部会を設置している。 

防災総合センターは，本コンソーシアムに参画し，地域社会における防災・減災につい

て大学の枠を越えて各大学と連携して研究を推進している。 

 

（2）コンソ-シアム参加の各大学のセンター 

岐阜大学工学部附属インフラマネジメント技術研究センター 

静岡大学防災総合センター  

名古屋大学減災連携研究センター 

名古屋工業大学高度防災工学センター 

豊橋技術科学大学安全安心地域共創リサーチセンター 

三重大学地域圏防災・減災研究センター 

 

（3）平成27年度の活動実績 

平成27年度の幹事会3回，実務委員会13回，および各専門部会（ハザード評価専門部会3

回，被害予測専門部会・減災技術開発専門部会4回，地域防災力工場専門部会2回，人材育

成・活用専門部会2回，情報基盤整備専門部会3回）を開催し，研究や災害事例についての

情報交換や連携を行った。また，活動一覧を表4-2に示す（コンソーシアムの共催，後援を

含む）。より詳細な成果報告は，H27東海圏減災研究コンソーシアム活動報告書を参照いた

だきたい。 
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表表44--22		 活活動動一一覧覧   

活動内容 概要 

第1回コンソーシアム研究会「ゼロメートル

地帯の広域防災対策の現状と課題」 

日時：2015年4月22日 

場所：名古屋大学減災館1階減災ホール 

第2回シンポジウム：コンソーシアム活動報

告，パネルディスカッション 

日時：2015年5月10日 

場所：三重大学	 講堂小ホール 

名古屋工業大学高度防災工学センター活動

報告「巨大自然災害に立ち向かうADPECの

挑戦」 

日時：2015年5月30日 

場所：名古屋工業大学4号館1階ホール 

清流の国ぎふ	 防災・減災センター	 設立記

念シンポジウム「減災社会実現のために私た

ちができること」 

日時：2015年6月9日 

場所：岐阜大学 

第2回コンソーシアム研究会「ゼロメートル

地帯の広域防災対策の現状と課題（その2）」 

日時：2015年9月30日 

場所：愛西市内，津島市内，および永和地

区防災コミュニティセンター 

当会地域連携防災・減災シンポジウム「広域

災害に対応した広域連携のかたちを考える」 

日時：2015年10月4日 

場所：ぎふ清流文化プラザ 

CIAMインフラマネジメント講演会第5回「紹

介します！岐阜大土木の研究シーズ	 防

災・減災に資する研究開発および社会実装に

関する研究紹介」 

日時：2015年10月26日 

場所：岐阜大学工学部講義室 

第3回コンソーシアム研究会「関東・東北豪

雨災害報告会」 

日時：2015年10月29日 

場所：名古屋大学減災館1階減災ホール 

つながる防災・減災シンポジウム「震災に学

び，地域がつながる，未来につながる」 

日時：2015年12月8日 

場所：穂の国とよはし芸術劇場プラットア

ートスペース 

高度防災工学センターシンポジウム「災害か

らインフラを護り続ける構造工学の耐震技

術－＊2D現在から5D未来へ」 

日時：2015年1月28日 

場所：名古屋工業大学4号館1階ホール 

中核事業にかかわるシンポジウム「安全・安

心な国土形成から元気な地方を！-続・安全な

“みち”のために」 

日時：2016年1月29日 

場所：中電ホール 
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第4回コンソーシアム研究会「三河湾の臨海

工業用地の見学会」 

日時：2016年2月3日 

場所：昭和電線ケーブルシステム(株)，前

芝校区市民会館見学先，穂の国とよはし芸

術劇場プラット研修室 

平成27年度自然災害科学中部地区研究集会 日時：2016年3月5日 

場所：静岡県地震防災センター 

CIAMインフラマネジメント講演会第6回「中

津川市神坂地区	 地域協働型インフラ管理

実施報告会－住民とMEによる協働点検」 

日時：2016年3月18日 

場所：岐阜大学サテライトキャンパス	 多

目的講義室（大） 
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Kazama, S., Estimation of water disaster damages after climate change and an 
adaptation concept in Japan, AIJ-JSCE Joint Workshop on Natural Disaster 
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Kimura, H., Makoto Matsushita, Shugo Ishikawa. Regional variation of CH4 and N2 
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